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【【【【研研研研究究究究テテテテーーーーママママ】】】】

1. 環境及び生体試料中の環境汚染物質の測定法の開発と汚染評価に関する研究

2. 新規過シュウ酸エステル化学発光系の開発に関する研究

3. キノン化合物の蛍光・化学発光測定法の開発研究
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1. 濱地千雪，岸川直哉，大庭義史，中島憲一郎，黒田直敬：ヒト血清中ハロペリドール

及びその代謝産物の新規誘導体化によるHPLC定量，日本臨床化学会九州支部会誌, 11115555,

24-29 (2005).

2. 一番ヶ瀬智子,大庭義史, 岸川直哉, 中島憲一郎，黒田直敬：合成基質を用いる酵素

活性測定法の選択性向上の試み，日本臨床化学会九州支部会誌, 11115555, 32-35(2005).
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及びその代謝物の新規蛍光誘導体化による HPLC 定量，第 15 回日本臨床化学会九州支

部総会，p40，久留米（2005）．

3. 岸川直哉，中尾麻衣子，和田光弘，大庭義史，中島憲一郎，黒田直敬：大気汚染物質
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公衆衛生研究会，p44-45，長崎（2005）．

4. 岸川直哉，中尾麻衣子，和田光弘，大庭義史，中島憲一郎，黒田直敬：キノン化合物
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7. 岸川直哉，中尾麻衣子，大庭義史，中島憲一郎，黒田直敬：4-ホルミル安息香酸メチ

ルを発蛍光試薬として用いる 9,10-phenanthrenequinone の HPLC 定量，第 12 回クロ

マトグラフィーシンポジウム，p37-38，福岡（2005）.

8. 大庭義史，宮本 葵，中村訓子，岸川直哉，中島憲一郎，黒田直敬：活性酸素消去能

の簡易・迅速分析を志向したシーケンシャルインジェクション-化学発光システムの

開発，第 18 回バイオメディカル分析科学シンポジウム，p99-100，静岡（2005）．

9. 岸川直哉，中尾麻衣子，大庭義史，中島憲一郎，黒田直敬：蛍光誘導体化 HPLC によ

る 1,2-naphthoquinone 及び 9,10-phenanthrenequinone の同時定量，日本分析化学

会第 54 年会，p289，名古屋（2005）.

10. 一番ヶ瀬智子，大庭義史，岸川直哉，中島憲一郎，黒田直敬：ルミノール誘導体 L-012
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田直敬：活性酸素種に選択的に応答を示す化学発光プローブの探索，日本分析化学会

第 54 年会，p203，名古屋（2005）.

12. 宮本 葵，中村訓子，大庭義史，岸川直哉，中島憲一郎，黒田直敬：スーパーオキシ

ドアニオン及び一酸化窒素消去能測定のためのシーケンシャルインジェクション分析

法の開発，生物発光化学発光研究会 23 回学術講演会，p45，岡山（2005）.

13. 一番ヶ瀬智子，浜辺千絵，大庭義史，岸川直哉，中島憲一郎，栢森祐三，康 東天，

濱崎直孝，黒田直敬：イムノキャプチャー法とプロエンハンサー化学発光基質を用い

る血清中リパーゼ活性測定法の検討，第 45 回日本臨床化学会年会，福岡（2005）.

14. 井上瑞妃、岸川直哉，大庭義史，中島憲一郎，黒田直敬：Suzuki coupling 反応を用

いたヒト血清中 ticlopidine の HPLC-蛍光定量法の開発，第 22 回日本薬学会九州支部

大会，p155，福岡（2005）．
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【【【【研研研研究究究究費費費費取取取取得得得得状状状状況況況況】】】】

1. ヒト健康影響評価を目的とするキノン化合物の HPLC-蛍光・化学発光定量法の開発；

平成 17 年度科学研究費補助金・若手研究(B)；代表.

2. 長崎県先端技術開発協議会研究助成費、生体試料の活性酸素消去能を指標とする酸化

ストレス計測装置の開発；平成 17 年度 長崎県先端技術開発協議会研究助成費；代

表.
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原著論文（欧文） 16 編 （邦文） 1編

総説 （欧文） 0編 （邦文） 0編

著書 （欧文） 0編 （邦文） 2編

紀要 （欧文） 2編 （邦文） 6編
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